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◆
退
職
者
か
ら
の
一
言
◆

飯
塚
克
氏
（
エ
ル
ダ
ー
社

員
・
出
向
）
は
、
水
戸
地
方

本
部
青
年
部
時
代
の
運
動
に

触
れ
、
国
鉄
に
入
社
し
右
も

左
も
分
か
ら
な
い
青
年
が
団

結
し
て
頑
張
ろ
う
と
声
を
上

げ
た
時
代
が
な
つ
か
し
い
。

国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
に
移
行
し
働
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
た
。
し
か
し
、

私
た
ち
の
精
神
は
、
鉄
路
を
守
り
安
全
輸
送
を
支
え
続
け
て
き
た
。
ま

た
、
「
分
割
・
民
営
化
」
反
対
と
１
０
４
７
名
問
題
で
の
闘
い
は
、
私

の
心
に
深
く
刻
ま
れ
た
。
大
国
労
時
代
か
ら
少
数
組
合
と
な
り
労
働
運

動
が
衰
退
さ
せ
ら
れ
る
中
で
、
苦
し
い
労
働
運
動
を
よ
く
も
２
０
数
年

間
続
け
て
来
た
こ
と
に
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

職
場
・
地
域
の
活

動
に
自
信
を
持
ち
、

引
き
続
き
、
組
織

拡
大
に
全
力
を
あ

げ
よ
う
！

２
０
１
１
年
度
退
職
者
の
皆
様
と
語
る
会
を
７
月
８
日
（
日
）
水
戸
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
４
ヶ
月
が
経
過
し
、
未
だ
福
島
原
発
事
故
が
収
束
さ
れ
な
い
中

で
の
「
語
る
会
」
と
な
り
、
大
和
田
亨
委
員
長
は
現
在
も
大
変
な
思
い
出
で
避
難
生
活
を
送
っ

て
い
る
と
報
告
、
改
め
て
欠
席
さ
れ
た
退
職
者
の
皆
様
へ
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。
語
る
会

に
は
、
退
職
者
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が
駆
け
つ
け
退
職
の
皆
さ
ん
と
和
や
か
な
一
日
を
過

ご
し
語
り
合
い
ま
し
た
。

退
職
者
の
皆
様
と
語
る
会
は
、

水
戸
市
内
ホ
テ
ル
で
12
時
か
ら

開
催
さ
れ
、
出
羽
執
行
委
員
の

司
会
で
始
ま
り
地
方
本
部
大
和

田
委
員
長
が
退
職
者
の
皆
様
へ

挨
拶
を
行
い
、
来
賓
と
し
て
東

日
本
本
部
武
田
執
行
委
員
及
び

水
戸
退
職
者
の
会
関
事
務
局
長

が
駆
け
、
退

職
者
の
皆
様
へ

「
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
」
と
感

謝
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

退
職
者
の
皆
様
は
５
箇
所
の

テ
ー
ブ
ル
に
別
れ
、
後
輩
と
の

歓
談
を
過
ご
し
な
が
ら
分
割
・

民
営
化
の
闘
い
、
安
全
・
安
定

輸
送
確
保
の
為
に
昼
夜
を
問
わ

ず
働
い
た
出
来
事
な
ど
、
思
い

思
い
の
様
子
を
語
る
光
景
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
の
中
程
に
は
一
人

一
人
か
ら
思
も
寄
せ
ら
れ
、
エ

ル
ダ
ー
組
合
員
か
ら
第
２
職
場

で
頑
張
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
、

今
後
の
人
生
も
国
労
運
動
で
奮

特

別

な

思

い

を

語

る

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
と
東

電
福
島
原
発
事
故
で
水
戸
へ
転

勤
し
退
職
を
向
か
え
る
と
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
目
立
っ

た
組
織
運
動
を
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
国
労
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
や
は
り
、
国
鉄

の
「
分
割
・
民
営
化
」
は
私
の

中
で
忘
れ
る
こ
と
な
い
出
来
事

で
し
た
。
仲
間
が
組
織
を
去
っ

て
行
く
姿
は
大
変
寂
し
い
思
を

し
ま
し
た
。
組
織
数
も
減
り
大

変
な
時
期
と
な
り
ま
し
た
が
頑

張
っ
て
下
さ
い
。

闘
し
た
い
と
挨
拶
。
別
な
退
職

者
か
ら
は
、
国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
に

変
わ
っ
て
も
国
労
組
合
員
で
貫

き
通
し
た
こ
と
は
私
の
宝
で
す
。

退
職
し
て
も
仲
間
を
思
う
気
持

ち
は
け
っ
し
て
変
わ
る
こ
と
は

な
い
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
ま

し
た
。

二
〇
一
一
年
度
退
職
者

佐
藤

盛
彦

（
土
浦
）

渡
辺

恒
夫

（
水
戸
一
）

飯
塚

克

（
水
戸
二
）

池
田

繁
雄

（
勝
田
）

梅
内

信
孝

（
水
戸
二
）

牧
野

光

（
水
戸
二
）

臼
井

裕
一

（
水
戸
二
）

橋
本

正
徳

（
大
子
）

中
山

泰
司

（
水
戸
一
）

松
本

悦
男

（
友
部
）

藤
井

隆
司

（
日
立
）

草
野

文
彦

（
平
一
）


